
新たな泰阜村の協力隊のご紹介 

令和8年８月20日 

泰阜村役場 村づくり振興室 

 

 泰阜村では、村づくりの推進のため、外部人材の活用を積極的に推進しています。協力隊とし

てこの８月から新たに加わった隊員を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改めて制度についてもご紹介します。 

●地域おこし協力隊とは…… 

 平成21年に始まった総務省の制度で、都市部の人材が農村部に移り住み、地域づくりをします。泰阜

村では全員が非正規の公務員という扱いです。隊員１名につき特別交付税交付金というお金が国から

村に入り、隊員の給料や活動費となります。最長３年まで活動できます。全国で 8,196 名（R７年度）が

活動しており、中には 1 自治体で 50 名以上の隊員を抱えるところもあります。泰阜村では、ジビエ加

工施設で３名、役場村づくり振興室で 1名、株式会社農林業公社で 1名が活動中です。 

 

勤務地 泰阜ジビエ もみじや 

出身地 静岡県 静岡市 

現住所 田本地区 

職歴 色々経て→ 学校向け授業支援システム構築保守 → 現職 

趣味 クルマ？ 運転？ 大好き。（今は、訳あって 2台持ち） 

家族 独身 成人した子が 1人 牧野 哲也 (55) 

まきの てつや 

【ご挨拶】 

8月 1日より「泰阜ジビエ もみじや」で地域おこし協力隊としてお世話になっております。 

実家は静岡で茶農家です。ただ私は若いころ「土の中で暮らすのは嫌だ！」と、出身地を

出てコンクリートの中で生活することを選んでサラリーマンをやっていました。 

ここにきて、土に戻ってきました。 

仕事、生活スタイル、人間関係の濃淡、、、すべてが今までと違う環境に飛び込んできて、 

いろいろと戸惑う ことが多いと思います。 

ご指摘、教えを受けながら地域、職場で「仲間」といわれるようになっていきたいと思い 

ます。 

よろしくお願いします。 

【自己紹介】 
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